
工事現場における悪天候や異常気象への備え

　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先：練馬区建築・開発担当部建築審査課構造係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒176-8501 練馬区豊玉北六丁目12番1号 本庁舎15階
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：03-5984-1934

風圧は風速の2乗に比例する。

風速が2倍になると風圧は4倍！

１０分間の平均風速が毎秒１０m 以上の風。
歩くことは困難で自転車だと前に進むのが
精一杯。

吹き流しの角度の目安

水平（約90°）
風 強風

１回の降雨量が５０ｍｍ以上の降雨。
傘を差しても濡れる。道路に水が貯ま
り川のようになる。

雨 大雨

１回の降雪量が２５cm 以上の降雪。

雪 大雪

労働安全衛生規則第五百二十二条により強風、大雨、大雪等の悪天候時の高さが２ｍ以上の箇所での作業は禁止。

悪天候時の作業禁止

悪天候の前後は、現場点検を実施しましょう。

悪天候前の対策

悪天候後の対策

シート、防音パネル等、風荷重が

大きくなる要因となる養生材は早

めに撤去するか、巻き上げるなど

の措置をする。

資材置場の資材、機器類の点検及び

養生。場合によっては一時撤去。

気象情報に注意するとともに、工事現場内に吹き流し、

風速計などを設置し、気象観測を行う。

足場、仮囲い、看板等の仮設物の設置状況確認および再固定

・吹き飛ばされたものがないかなど、現場の見回り点検

・風が収まった後にゆるみ等の点検

クレーン事故にも注意しましょう。

前条の規定により作業を中止した場合であっ

て移動式クレーンが転倒するおそれのあると

きは、当該移動式クレーンのジブの位置を固

定させる等により移動式クレーンの転倒によ

る労働者の危険を防止するための措置を講じ

なければなりません。

約30°

風速3～4m

約45°

風速5m以上

水平

風速10m以上

クレーン等安全規則第三十一条の二により、強風のため、移動式クレーンに係る作業

の実施について危険が予想されるときは、当該作業を中止しなければなりません。

工事現場においても急な悪天候 や異常気象への備えに万全を期し、事故無く乗り切りましょう。

クレーン作業の中止

危険を防止する措置


